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（このニュースレターでは自由律俳句協会の最新の活動状況をお伝えしていきます） 

 

 

「第 1回 自由律俳句大賞」についてのご報告とお詫び   

 

◆特設サイト記載のメールアドレスを使用した投稿者の投句未達のご報告とお詫び 

 この度は「第１回自由律俳句大賞」にご支援を賜りまして誠にありがとうございます。おかげさまで

多くのご応募をいただきましたが、当方の不手際により、メールにて応募された方の一部に多大なご迷

惑をおかけする事態が生じてしまいました。会員の皆様、ならびにご支援いただいている皆様にもご迷

惑・ご心配をおかけすることになり、誠に申し訳ございません。 

 経緯をご報告させていただきます。 

 協会ホームページに作成した自由律俳句大賞の特設サイトに送り先（メールアドレス）が誤って記載

され、結果、投句料と思われる入金がありながら協会の大賞実行委員会にメールが届かず、投句の受付

ができていないケースが生じていることがわかりました（締切後の調査で 54 人）。そのため、未達の投

句への対応と個人情報の漏洩の懸念への対処を協議し、弁護士とも相談の上、本事態に速やかに対応す

るため、まず初めに協会ホームページおよび X で告知することにいたしました。選者の方たちへのご連

絡後、６月 10 日に次ページ資料のお詫び文を掲載して、該当する方にご連絡をお願い申し上げました。 

 この自由律俳句大賞には、当初の我々の予想を超える応募をいただきました。不手際はございました

が、それによって中止するのは、投句された方の声を無にすることにもなります。今回、受け付けた投

句によりこの企画を続行することにさせていただきました。 

 誤ったメールアドレスへ投稿された方には、お詫びとともに、改めての投句受付（７月末日まで）も

しくは投句料返金（大賞終了後も）を行うことといたしました。これまでにご連絡がとれた 28 人の方

には、改めて投句いただくことができました。呼びかけに応えてご連絡いただいた方々には感謝に堪え

ません。しかし、残念ながら、まだご連絡がとれずにいる方がいらっしゃいます。 

 ７月に入り、さらに調査・呼びかけの範囲を広げて連絡のすべを探っております。ただ、調査のため

に個人情報の漏洩が生じることは避けなければなりません。手段は限られるかもしれませんが、投句未

達の方のご無念を思い、７月末日までに不明の方が一人でも少なくなるよう努めてまいります。 

 会員の皆様にもご心配をおかけすることになり誠に申し訳ございませんが、投句くださった方とご連

絡をとることを第一に、できるかぎりのことを行っていく所存です。何卒ご理解・ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。                           （佐瀬風井梧） 

 

★お願い 

 本ニュースレターを郵送で受け取られている皆様については本件に該当されないか確認させていただい

ておりますが、もし大賞への投句をお誘いいただいたお仲間などに心配な方がいらっしゃいましたら、協

会ホームページをご確認くださるよう、呼びかけにご協力いただければ幸いです。 
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令和６年 6 月 10 日 

【重要なお知らせ】 
お詫び 

第一回自由律俳句大賞に、 

自由律俳句協会 特設サイト記載のメールアドレスへ 

ご投句いただいた皆様へ 

 

この度は、第一回自由律俳句大賞に沢山のご応募をいただき誠にありがとうございました。 

 

今回、メールにてご応募いただいた方の中で、弊協会の不手際にて、受付できていない投句があること

が判明いたしました。 

 

弊協会特設サイトに記載の応募先メールアドレスが誤っておりました。 

（本サイト URL（当該メールアドレスは削除しております）https://jiyurituhaiku.wixsite.com/taikai1） 

   正しいメールアドレス：jiyuritsu.taisho@gmail.com 

   誤ったメールアドレス：上記のアドレスの gmail の"l"が不足 

 

そのため、投句料のご入金があるものの、投句メールを受信できておらず、かつ、振込人様の連絡先が

分からないため、現在弊協会からご連絡ができない方がいらっしゃいます。 

 

皆様の大切な俳句作品を無事にお預かりできなかった責任を痛感しております。 

この度は、弊協会の不手際によりご迷惑をおかけしましたこと誠に申し訳ございませんでした。 

 

また、個人情報の漏洩の可能性に対する懸念に対応すべく弁護士の方と協議し、今後の対応をさせてい

ただく所存ですが、本大賞の運営につきましては、下記のお願いをさせていただきたく存じます。 

 

2024 年 7 月 31 日迄に正しいメールアドレス（jiyuritsu.taisho@gmail.com）へご連絡をお願いいたし

ます。改めての投句の受付、もしくは、返金の手続きを取らせていただきます。 

 

また、改めての投句の受付は、誠に勝手ながら、上記期日で締切とさせていただきますが、上記期日ま

でにご連絡がなかった場合でも、投句料のご返金ができるよう弊協会として引き続き対応いたします。 

 

投句受付の希望の有無に関わらず、誤ったメールアドレスへ投句された全ての方への謝罪と今後の対応

についてのご連絡をさせていただきたく、弊協会として最大限つとめてまいります。 

 

尚、本大賞の応募チラシに記載のメールアドレスは正しいものが記載されており、そちらのメールアド

レスへ投句された方は、本件には該当いたしません。 

弊協会ホームページ内にある特設サイトに記載のメールアドレスへ投句された方が対象になります。 

 

この度は弊協会の不手際によりこの様な事態を招いてしまったこと重ねてお詫び申し上げます。誠に申

し訳ございません。 
 

自由律俳句協会 

会長 佐瀬風井梧 

 

 

 

            ホームページとＸでのリリース文 
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    「文学フリマ東京 38」出店のご報告       

 

 2024年 5 月 19日（日）、東京流通センターにて「文学フリマ東京 38」が開催されました。年々参

加者が増し関心の高さを感じる文フリ、今回も会場は熱気にあふれていました。開場前から多くの文

学ファンが駆けつけます。 

 自由律俳句協会のブースには、刷り上がったばかりの機関誌『自由律の風 6』が並びました。ブル

ーの表紙が目をひき、手に取ってくださる方が多くいらっしゃいました。遠方から足をお運びくださ

った会員の皆さまとも久々にお目に掛かれ、楽しいお話に花が咲く嬉しい日となりました。いつもお

力添えありがとうございます。 

 今回から入場が有料となりましたが、来場者数は昨年

の春を上回る盛況となりました。有料となったことで、

より関心の高い方々の来場が増えたように思います。ブ

ースで足を止め自由律俳句について質問してくださった

り、じっくりと冊子をご覧になる様子に手応えを感じま

した。終了時刻を前に次々と売り切れが出てしまう嬉し

い誤算となりました。 

 次回の開催からは東京ビッグサイトに会場が変更にな

ります。自由律俳句に触れていただき、貴重な交流の場

となることを期待してやみません。皆さまも是非お運び

くださいませ。お目にかかれますのを楽しみにしており

ます。 

                               （篠原紀子） 

 

「第 6回自由律俳句協会奨励賞」候補者推薦のお願い  

 

 自由律俳句協会奨励賞は、会員の皆様から推薦された候補者より選定されます。対象となるのは、

「自由律俳句に大きく寄与している」あるいは「その活動が自由律俳句に今後大きく寄与すると思わ

れる」個人または団体です。原則として、団体の規模や個人の活動の大きさは問いません。 

 ふさわしいと思われる候補の個人または団体の推薦をお願いいたします。偏ることなく、公平にま

た規模の大小にかかわらず受賞していただくためには、皆様の広い情報網が必要です。心当たりのあ

る方は、ぜひ推薦をお願いいたします。                    （佐瀬風井梧） 

 ▶これまでの受賞者 

   第１回 <団体> 木村緑平顕彰会  <個人> 棚橋麗未氏（白ゆり句会）、富永鳩山氏（群妙） 

   第２回 <個人> ちばつゆこ氏（茉莉花）、本田孝義氏（「ずぶぬれて犬ころ」監督） 

   第３回 <個人> 伊藤哲英氏（句会報「いき」） 

   第４回 <団体> 海紅 

   第５回 <団体> きやらぼくの会 

 

★ご推薦いただける方は、事務局へご連絡ください。9 月末日までにお願いいたします。  
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     「都電荒川線吟行」開催のご案内        

 

 イベントのお知らせです。9 月 29日(日)、吟行を行います！ 

 厳しい夏の暑さも落ち着き、秋の足音が聞こえてくる 9月の終わり、俳句の種を探しに皆でお散歩

に出かけませんか？ 協会では初めての吟行イベントです。 

 コースは、東京に残された唯一の都電、都電荒川線。東京の古き良き下町を一緒に歩きながら句材

を探し、皆で句会を楽しみたいと思います。具体的なコースや内容については現在計画中。参加希望

の皆様へ追ってお知らせいたします。皆様のご参加、心よりお待ちしております。 

 

 ▶開催日：2024 年９月２９日(日) 

 ▶集合場所・時間：現在計画中です。お昼頃から吟行開始し、夕方頃に王子駅近くの会場で句会予 

  定です(17時までに終了)。王子駅から歩ける距離にあるいずれかの駅で待ち合わせ予定です。 

  句会会場：「北(ほく)とぴあ」803会議室 東京都北区王子 1-11-1（JR/南北線王子駅徒歩 2分） 

 ▶参加費：原則無料 ※会場費 3,840円を参加者で按分 

 ▶申込方法：まずは協会メールアドレス <jiyurituhaiku@gmail.com> まで参加希望の旨をメールくだ 

  さい。 

 ▶申込期限：9月 13 日(金)中まで 

★参加希望の方には後日、当日の詳細についてお知らせいたします。           （さいとうこう） 

 

     自由律俳句協会からのお知らせ       

 

◆機関誌「自由律の風 6」をお送りしました 

 新編集部による機関誌「自由律の風 6」は、会員の皆様をはじめ、全国の結社、図書館などにもお送

りしました。内容もレイアウトもすっかり変わり新しい自由律の方向性を提示していると思いますの

で、皆様の忌憚の無いご意見・ご感想をお聞かせいただけたら幸いです。       （平林吉明） 

 

◆各係の連絡先アドレスを整理しました 

 投句・投稿、ニュースレターへの情報などのメールは、下記宛てにお願いいたします。 

▶機関誌『自由律の風』編集部……kaze.jiyuritsu@gmail.com 

▶投句欄「自由律の泉」……izumi.jiyuritsu@gmail.com 

▶ニュースレター……news.jiyuritsu@gmail.com 

 そのほかのご連絡・お問合せは事務局まで……jiyurituhaiku@gmail.com 
 

◆協会の公式Ｘより 

 フォロワー数は 1024 となりました（7 月 9 日現在）。             （さいとうこう） 

 

自由律俳句協会 事務局   <連絡先>〒125-0054 東京都葛飾区高砂 2-30-20 グリーンハイツ 202 

                            西藤方             e-mail：jiyurituhaiku@gmail.com 

   ホームページ：https://www.自由律.com/ X(旧ツイッター)：自由律俳句協会＠jihaikyo 


